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20 年以上前ですが，私は「ペン習字」を通信教育で受講したことがあります。

結局，字が上手になったのは，私の妻でした。このように大人の学習には，学習の

前に解決すべき課題があります。そのお手伝いをしたいと思い，次のトピックを書

いてみました。 

 

(1)勉強する気がしないことを克服する 

(2)仕事が忙しいことを理由から除外する 

 

ここではっきりと明言します。ここまで読んだだけでも，私よりも皆さんは立派

です。理由は，受講中に私はペン習字の本を一度も開かなかったからです。では，

(1)，(2)のトピックについて皆さんと一緒に考えてみましょう。 

（１）勉強する気がしないことを克服する 

    
本書を手にしたけど，勉強する気がしないという皆さん，本書を手にした理由を

考えてみてください。例えば，次のような理由があるでしょう。 

①会社の上司から「情報処理技術者試験に合格しなさい」と言われたから 

②会社の同期や同僚に受験を誘われたから 

③仕事が暇でやることがないから 

では，このような理由では，なぜ勉強する気がしないのでしょうか。勉強する気

がしない理由の共通点として，これらが“外的な要因”である点を挙げることがで

きます。会社の上司，同期や同僚からのプレッシャー，指示や誘い，仕事が暇，こ

れらは外的な要因です。そうです。大人は外的な要因では，学習することができな

いのです。 

外的な要因では学習意欲がわかないことは分かりましたから，内的な要因を探し

てみましょう。 

皆さんは，午後Ⅰ記述試験の問題を読んでみて，「解けるようになったら面白そ

う」，あるいは，「情報処理技術者試験に合格したら，私の人生は変わる」などと思

いませんか？あるいは，「会社に入って，このままでよいのかなぁ」などという心

配ごとはありませんか？ このような“興味”，“期待”，“心配”といった感情は，

誰からも強制されていない，内なる自分から出た感情です。「情報処理技術者試験

に合格して自分の人生を少し変えてみたい」，「客観的に評価される実力を身に付け

ることで心配ごとを早く解決したい」などの思いは，大人の学習を後押しする“理

由”になります。 

皆さん，内なる思いを探して，それを基に大人の学習の理由付けをしてみてくだ

さい。 

大人の学習を後押しする 

理由をもってみる 
1.2 
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多くの受験者の方は，午後Ⅱ論述式試験の試験問題を読むと，“書けない”，“解

けない”，“無理”と思ってしまうと思います。このような印象を“よし”として，

受け入れてしまってください。これから本書を活用して学習したとしても，本番の

試験のときに初めて見る試験問題に対して，今と同じように，“書けない”，“解け

ない”，“無理”と思うことは違いないでしょう。それでよいのです。 

では，本書を活用して学習した結果，何が変わるのでしょうか。それは“専門家

として考えをアピールしながら，問題文の趣旨に沿って設問文に答えるための論述

テクニックを実装できている点”です。本書で解説している論述テクニックを活用

して，本番の試験では，初めて見る試験問題に対して，“書けない”，“解けない”，

“無理”と思いながらも，一生懸命考えながら合格論文を仕上げることができるよ

うになりましょう。 

本書の前身は，午後Ⅱ論述式試験のある複数の試験区分の情報処理技術者試験を

対象とした一冊の本でした。その本を一冊購入すると，プロジェクトマネージャ試

験やシステム監査技術者試験など，全ての試験区分の午後Ⅱ論述式試験をフォロー

することができました。ここで言いたいことは，午後Ⅱ論述式試験突破のコツは，

複数の試験区分の情報処理技術者試験に共通しているということです。実際に，あ

る会社の秋のシステムアーキテクト試験の合格者は，翌年に行われた春のプロジェ

クトマネージャ試験に 2 年連続で全員合格しています。その午後Ⅱ論述式試験共通

の合格のコツを本書から学び取りましょう。 

書けない理由として，次のトピックについて考えてみます。 

 

(1)経験がないから書けない 

(2)小論文に書くネタがないから書けない 

 

なお，これらの他にも，字が汚いから自信がない，などありますが，字は汚くと

も読めれば問題ありません。 

（１）経験がないから書けない 

    
小論文の書き方が分からない方は，“急がば回れ”です。本書の演習を飛ばさず

に，始めから取り組み，論述テクニックを習得してみましょう。大変ですが，小論

文の書き方には共通点があります。苦労しても習得してしまえば，他の試験区分の

受験勉強も楽になります。 

“経験がないから書けない”について書いてみましょう。大丈夫です。実は，実

務経験は必須ではありません。 

“小論文なんて書けない” 

について考えてみる 
1.4 
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これから，論述式試験を突破するために必要な訓練を行います。簡単な訓練から

始めますが，それぞれの訓練には，意味があります。例えば，【訓練 1】では作文

を書きますが，この訓練によって，「また，～した。また，～した」という語尾が

「した」の連続になる「作文」を書かなくなります。【訓練 2】では，トピックを

詳細化しますが，数値を文章の中に入れ，定量的に表現する訓練によって，客観性

の高い文章を書けるようになります。 

「急がば回れ」です。少し時間がかかりますが，しっかりと訓練に参加しましょ

う。 

（１）論文が書けるようになる五つの訓練を知る 

    
記述式問題を突破できるということは，80 字程度の記述力があるということで

す。次に，80 字の記述力を，2 時間で 2,400 字程度を書ける論述力にアップする

ための訓練について説明します。 

①【訓練１】「論文ふう」の文章を書く 

最初に，「作文」と「論文」との文章の違いについて理解しましょう。まず

は，小学生の気持ちになって，気楽に文章を書いてみましょう。 

②【訓練２】トピックを詳細化して段落にする 

一つのトピックに基づいて文章を書いてみましょう。これは記述式問題の解答

を，論述式問題の解答にステップアップさせる第 1 段階です。 

③【訓練３】問題文にトピックを書き込む 

問題文には論述に必要なトピックが書かれていることは，既に説明しました。

しかし，これだけでは，論文は書けません。問題文を基にして，もっとトピック

を挙げましょう。 

④【訓練４】ワークシートに記入する 

ワークシートを使って論文を設計してみましょう。3 回くらいワークシートを

使った訓練を行えば，ワークシートがなくても，論文を設計できるようになりま

す。 

⑤【訓練５】ワークシートを基に論述する 

ワークシートができ上がったら，そこに書かれているトピックを基にして論述

します。ここでは，「【訓練 2】トピックを詳細化して段落にする」で訓練したテ

クニックを使って，論述することを学びます。 

 

上記の訓練については，【訓練 1】を本章の 3.2 で，【訓練 2】を 3.3 で，また，

【訓練 3】～【訓練 5】は第 5 章で詳しく説明しています。順を追って訓練し，論

述式試験突破に向けた論述力を身に付けましょう。 

五つの訓練で論文を書ける

ようになる 
3.1 
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100字

200字

300字

400字

（５）設問アの後半をワークシートに記入する 

    
この問題では，“1.2 稼働開始時期が決定された背景”という章立てになりま

す。章立てに使われているキーワード，“稼働開始時期が決定された背景”という

言葉を使って文章表現することが重要です。 

（６）設問イをワークシートに記入する 

    
ワークシートの設問イに該当する箇所を確認してください。 

 

（課題）⇒（活動案1）⇒（活動案2）⇒（活動案3）⇒（選択した活動と根拠） 

⇒（活動を選択すると生じる新たな課題・リスク）⇒（新たな課題・リスクを解

決するための活動） 

 

このように，上から下への流れになっていることが分かります。この流れが，論

旨展開のひな型と考えてください。活動案 1～3 は課題を解決するための検討案と

考えてください。 

なお，ワークシートでは，上から下への流れが縦に 2 列になっています。これ

は，複数の課題を並行して論じるためのです。例えば，二つの課題について論旨展

開をしたい場合に使います。 

ワークシートに書かれているトピックを文章にすると次のようになります。ワー

クシートの該当箇所と対応させています。 

  

  

試 用 版 の ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ の リ リ ー ス を １ か 月

早 め て ， な お か つ ， 本 番 版 の 稼 働 開 始 時 期 を 満 足 す る こ

と が 課 題 と な っ た 。 そ こ で 私 の 実 務 経 験 か ら ， ① ク ラ ッ

シ ン グ ， ② フ ァ ウ ス ト ・ ト ラ ッ キ ン グ ， ③ ス テ ー ク ホ ル

ダ へ の 成 果 物 の 確 認 と い う 案 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， ③

を 選 択 す る こ と し た 。 な ぜ な ら ば ， ① は 費 用 超 過 の リ ス  

ク が 高 ま り ， ② は 開 発 の 手 戻 り の リ ス ク が 高 ま る 。 一 方，  

③ を 選 択 す る こ と で ， 成 果 物 を 優 先 順 位 付 け が で き ， 費

用 や ス ケ ジ ュ ー ル 面 で の 無 駄 を 事 前 に 省 け ， 結 果 的 に 試

用 版 の リ リ ー ス を 早 め ら れ る と 考 え た か ら で あ る 。  

確 認 の 結 果 ， 本 番 版 の 全 て で は な く ， 試 用 版 で は 特 定

の OSと DBMSで 稼 働 す る 試 用 版 の リ リ ー ス で 済 む こ と が 判

明 し た 。  

 た だ し ， 具 体 的 に ど の よ う に 試 用 版 の リ リ ー ス を 早 め

る か と い う 新 た な 課 題 が 生 じ た 。 そ こ で 私 は ， 特 定 の OS

と DBMSで 稼 働 す る 試 用 版 の リ リ ー ス を 早 め る た め に ， 総

合 テ ス ト を 分 割 し ， 試 用 版 を 総 合 テ ス ト Ⅰ ， 本 番 版 を 総

合 テ ス ト Ⅱ と し ， 試 用 版 の 総 合 テ ス ト Ⅰ に 資 源 を 集 中 さ

（課題） 
（活動案1）

（選択した活

動と根拠） 

（活動案2）

（活動案3） 

（新たな課題・

リスクを解決す

るための活動） 

（活動を選択す

ると生じる新た

な課題・リスク） 
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“巻末ワークシート 2 裏”の“【訓練 3】 問題文にトピックを書き込
む （演習用オリジナル問題）”にある問題を使って，演習を行ってくだ
さい。問題文の趣旨に沿って，一人でブレーンストーミングをする感じ
で，自分の言葉でキーワードやトピックを書き込んでみましょう。 

それが終わったら，次の説明に従って①章立てをして，②章立ての各節
と問題文にある文章とを関連付けをします。この作業によって，章立ての
各節では，どのような内容を書けば問題文の趣旨に沿うことができるかが
分かります。この作業は(1)章立てをする，(2)トピックを決める，で説明
した作業を，問題文を利用して効率的に行っていると考えると，分かりや
すいと思います。 

次に設問イについてもう少し詳しく説明します。 
① 章立て 

“巻末ワークシート 2 表”に“【訓練 4】ワークシートに記入する（演習
用オリジナル問題 記入例）”という記入済みのワークシートがありま
す。これは，“演習用オリジナル問題”の記入例のサンプルです。これを
見ると章立ての例が分かるように書いてあります。 

“演習用オリジナル問題”の設問イには，｢設問アで述べたプロジェク
トにおいて発生した問題の解決のための活動のうち，説得しようとした内
容と譲歩しようとした内容はどのようなものであったか。関係者の考え方
や立場の違いを踏まえて，800 字以上 1,600 字以内で具体的に述べよ｣
と記述されています。ここで，｢関係者の考え方や立場の違いを踏まえて｣
とあるので，これを先に論述する必要があります。したがって，第 2 章
1 節では，“2.1 関係者の考え方や立場の違い”という章立てにしま
す。 

なお，“第 2 章”の意味は，第 1 章が設問アであり，設問イはその次だ
からです。設問ウは“第3 章”になります。 

設問イの後半は，｢説得しようとした内容と譲歩しようとした内容はど
のようなものであったか｣と記述されているので，第 2章 2 節では，“2.2 
説得しようとした内容と譲歩した内容”とします。以上が節の章立てで
す。“章”についての章立ては，節をつなげて，第 2 章では，“第 2 章 
関係者の考え方や立場の違いを踏まえた説得しようとした内容と譲歩した
内容”とします。“巻末ワークシート 2 表”に“【訓練 4】ワークシートに
記入する（演習用オリジナル問題 記入例）”の章立てを確認してみてく
ださい。 

Just Do it！ 関所 No.4 
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（１）添削を受ける 

    
次の添削例を基にして，どのようなことがポイントになるのかを確認していきま

しょう。 
  

第 １ 章  プ ロ ジ ェ ク ト の 特 徴 及 び 稼 働 開 始 時 期 が 決 定 さ

れ た 背 景  

１.１  プ ロ ジ ェ ク ト の 特 徴  

 SI企 業 で あ る Ａ 社 は ， ５ 年 前 に  ① 顧 客 管 理 パ ッ ケ ー ジ  

（ 以 下 ， Ａ 社 パ ッ ケ ー ジ と い う ） を 開 発 ・ 販 売 し た 。 Ａ

社 パ ッ ケ ー ジ は ， 中 堅 企 業 を 中 心 に 幅 広 く 導 入 さ れ ， ユ

ー ザ の 要 望 を 反 映 し た 機 能 拡 張 も 行 わ れ て い る 。  

 論 述 す る プ ロ ジ ェ ク ト は ， Ａ 社 パ ッ ケ ー ジ の 新 パ ッ ケ

ー ジ 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 。 開 発 体 制 は ， 旧 Ａ 社 パ ッ

ケ ー ジ の 保 守 経 験 を も つ  ② 私 を プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ー ジ ャ  

と し ， 共 通 機 能 開 発 チ ー ム ， イ ン タ フ ェ ー ス 開 発 チ ー ム，  

開 発 チ ー ム ， 統 括 チ ー ム  ③ で 構 成 さ れ て い る 。 開 発 モ デ

ル は ， 旧 ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を 開 発 し た 際 と 同 じ ，

ウ ォ ー タ フ ォ ー ル モ デ ル を 採 用 し た 。 技 法 と し て は ， オ  

ブ ジ ェ ク ト 分 析 ・ 設 計 ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 法 を 採用した。  

１.２  稼 働 開 始 時 期 が 決 定 さ れ た 背 景  

 競 合 他 社 の Ｂ 社 が ， 競 合 す る ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ

を 日 本 で リ リ ー ス す る こ と が 新 聞 発 表 さ れ た 。 こ れ に 対

抗 し て Ａ 社 で は ， 新 し い ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ を 開 発

す る こ と が 役 員 会 で 承 認 さ れ た 。  

 ④ 稼 働 開 始 時 期 は ， Ｂ 社 に 後 れ を と ら な い た め に ， Ｂ 社

が 日 本 で パ ッ ケ ー ジ を リ リ ー ス す る 時 期 と 同 一 時 期 と 決

定 さ れ た 。 た だ し ， 同 一 時 期 で は ， 事 実 上 の 後 れ を と る

た め ， 試 用 版 の リ リ ー ス を 稼 働 開 始 時 期 の ２ か 月 前 と し

て い る 。 私 は ， 新 パ ッ ケ ー ジ 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト の プ ロ ジ

ェ ク ト マ ネ ー ジ ャ と し て ， 試 用 版 の リ リ ー ス 時 期 と ， 稼

働 開 始 時 期 を  ⑤ 満 足 さ せ る た め に ， 要 員 へ の 負 荷 の 平 準

化 に 重 点 を 置 い て ス ケ ジ ュ ー ル を 作 成 し た 。  

 

添削を受けて論文を 

書き直す 
6.1 

下線① 

顧客管理パッケージを SFA と

して，採点者の興味を引きま

しょう。 

下線② 

解答者が A 社に勤務している

ことを明示してください。採

点者があなたの立場を理解で

きません。 

プロジェクトの特徴と制約条

件を明示してそれを設問イで

活用してください。 

下線③ 

プロジェクトマネージャらし

く，受身の表現ではなく，「構

成した」と断言してくださ

い。 

稼働開始時期が決定された背

景を明示してください。「稼働

開始時期が決定された背景

は」という表現を入れましょ

う。 

下線④ 

試用版のリリース日と稼働開

始時期について，明確に説明

しましょう。 

下線⑤ 

文章がおかしいです。「満足さ

せるスケジュールを作成し

た」と書くようにしましょ

う。 
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（１）論述のマイルストーンと時間配分を決める 

    
筆者自身の受験やセミナー経験に基づいて，次のようなマイルストーンを設定し

ています。 

試験中は解答を書くことに精一杯の状態ですから，最小限のマイルストーンにす

べきですし，所要時間には個人差があるからです。この例を参考にして，自分用の

マイルストーンを設定してみてください。 

  

14：30 試験開始 

①問題選択 

論文設計 

設問アの論述 

① 試験開始～35分で設問アの論述を終了する 

 

問題選択から，論文設計，設問アの論述終了ま

でを35分で終了させます。慣れてくると30分く

らいでできるようになるでしょう。 

15：05

 

 

②設問イの論述 

（設問イ，ウで75

分） 

② 40分前に設問イの論述を終了して10分前に 

設問ウを完了する 

論文の中核となる，設問イとウを75分で書きま

す。設問イが45分，設問ウが30分ほどの配分に

なるでしょう。 

ここまでは，集中して問題に取り組んでくださ

い。決して，設問イを書き終えただけでは安心し

ないでください。 

15：50

 

 

②設問ウの論述 

（設問イ，ウで75

分） 

16：20 ③2分間の休憩 ③ 2分間の休憩 

あせって見直しをすると，消しゴムを使う際

に，必要な箇所を消してしまったり，きちんと消

されていないところに字を書いたりしてしまいま

す。そのようなことがないように，見直しをする

前に2分間かけて気持ちを落ち着かせましょう。 

16：22 ④5分間の見直し ④ 5分間で論文の見直し 

誤字，脱字，主語と述語の掛かり受けをチェッ

クします。ここでは，しっかりと消しゴムで消し

て修正します。大幅な修正の場合は，残り時間を

確認してから，修正を開始するようにしてくださ

い。残り時間がない場合は，修正をしないか，少

ない修正で済むように工夫しましょう。 

最後に，受験番号の記入，問題番号の選択な

ど，合格に必須な要件をチェックします。答案用

紙の間に挟まった消しゴムのカスをきちんと取り

除いておきます。 

16：27 ⑤3分間の予備時間 

試験終了 

⑤ 3分間の予備時間 

不測事態の発生に備えて，予備時間を3分間，

確保しておきましょう。 16：30

  

２時間で論述を終了させる

ために決めておくこと 
7.1 
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筆者は応用情報技術者試験の対策セミナーの講師も務めていますが，その際，応

用情報技術者試験に合格したら，次は何を受験するかという質問をすると，ネット

ワークやデータベースのスペシャリスト系を目指す方が圧倒的に多いことが分かり

ます。スペシャリスト系以外のシステムアーキテクト，ストラテジ系やマネジメン

ト系などの試験区別を受験しない理由を聞いてみると，実務経験がないから，論文

があるから，などの回答をもらいます。しかし，マネジメント系やストラテジ系な

どの試験を目指さない本当の理由は，論文の書き方や合格レベルなど，論述式試験

の実態がよく分からないからだと思っています。 

それについては，本書によってかなり理解が進んだと思います。しかし，学習の

開始時点，中盤，仕上げ，それぞれの局面において不明な点があると思います。そ

れらを，適宜，解消するために，この章を書いてみました。まずは，学習を始める

に当たっての不明な点を解消していきましょう。 

（１）学習を開始するに当たって不明な点を解消する 

    
 

   

       

 

 

       

 

 

ある受験者が「先生，早く論文を書かせてください。去年，同期が合格して，私

は不合格，同期には絶対に負けたくはない」と筆者に詰め寄ってきました。すごい

気迫です。最終的に，この方は合格しました。でも，自己採点の午前試験がぎりぎ

りでした。私は，この「同期には絶対に負けたくない」という動機付けが，合格を

引き寄せたと思っています。本番では，朝から試験を始めて，午後Ⅱの終盤は，も

う夕方になってきます。この時点での踏ん張りを支えるのが，この動機付けです。

学習を開始する前に，何を糧に合格を引き込むのかを決めるようにしましょう。 

講師をしていて，「あなたは合格できるから大丈夫です」と言ってしまうことが

あります。余計なプレッシャーを受講生に与えるので，本来は控えるべきです。そ

れにもかかわらず，時間の有効活用をしている受講生を見てしまったとき，これを

筆者は言ってしまいます。忙しくて学習時間を確保できない理由は，幾らでもあり

ます。例えば，講義開始を待つ時間が 1 分でもあれば，それを学習時間に回すべき

です。 

学習を始めるに当たっての

不明な点を解消する 
8.1 

学習以外に合格に必要な要素は何でしょうか？ Ｑ 

Ａ 動機付けと時間の有効活用です。 
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第１章 プロジェクトの概要及び制約条件 

１．１ プロジェクトの概要 

論述の対象となるプロジェクトは, 建設資材の原材料

を製造・販売するＡ社における  ERP  パッケージの導入プ

ロジェクトである｡ 当該プロジェクトにおいてＡ社は, 

以下に述べる問題が発生する時点では情報処理・提供サ

ービス業のＢ社と要件定義では準委任契約を締結してお

り, 外部設計以降は請負契約を結ぶ予定であった｡  

Ａ社の基幹システムは老朽化が進み, 保守コストの増

大や保守期間の増加という問題が表面化していた｡ その

ような背景の下, Ａ社の経営陣は, 基幹システムの導入

・保守コスト削減を採用目的として,  ERP  パッケージ導

入を決定した｡  

私は , 要件定義の終盤において, 設問イにおいて述べ

る問題が発生した時点で, 前プロジェクトマネージャ 

 (以下 , 前 PMという) に代わって新たに任命されたＢ社

のプロジェクトマネージャ (以下 , PMという) である｡  

１．２ プロジェクトの制約条件 

Ａ社の経営陣は, 原価管理システムを刷新して, 月次

決算を３営業日短縮することを株主総会で公表している｡ 

したがって, 納期面での制約条件は納期厳守という点を

挙げることができる｡  

一方 , Ａ社では, 基幹システムの導入・保守コスト削

減を採用目的としている｡ そのため, Ａ社では予算に余

裕がない状況でＢ社にパッケージ導入を委託している｡ 

その結果, 外部設計以降の請負契約の金額についても余

裕がない状況であった｡ したがって, 予算面での制約条

件は, 外部設計以降のＡ社予算に余裕がないという点を

挙げることができる｡  

以上の制約条件の中で, 要件定義の終盤で発生した, 

トレードオフにある問題を, 私はPMの立場で, 次のよう

にして解消して, プロジェクトを成功に導いた｡  

■１■ 145 
■２■１ 
■３■システム開発プロジェクトにおけるトレードオフの解消について 
■４■平成25年度 問２ 
■５■岡山 昌二 
■６■第１章 進捗管理 
■９■5 
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memo     卸作業の負荷が軽減されるようにした｡  

３．２ リスク対応計画の実施状況と評価 

これらのリスクと対応計画はすべてリスク登録簿に登

録し, 担当者と対応期限も明確にしておいた｡ これを使

用して, 担当者の実施状況を確認したために, この三つ

のリスクについては, 予定どおりに対応を終えることが

できた｡ その他のリスクの幾つかについては, 期限まで

に対応を終えることができないものもあったが, これら

については, 課題ログを挙げさせ, 再度 , いつまでに完

了させるかを明確にさせたので, 重要なリスクに関して

は, ほぼ対応計画の内容を完了させることができた｡ こ

の結果, 当初 , 懸念されたリスクについては, 大きな問

題にはならず, パッケージは無事カットオーバし, 順調

に稼働を開始することができ, このようなリスクマネジ

メントを行うことの効果は大きかったと言える｡  

－以上－ 
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